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Abstract: We have been conducting experiments for the purpose of exploiting new 
techniques to produce beneficial materials, such as bio-degradable plastic, within 
genetically modified (GM) onion cells.  A transforming procedure to produce GM onions 
was established, in which Agrobacterium tumefacience was used to introduce foreign genes 
into the onion genome.  As a result, we obtained GM onion seedlings, expressing 
introduced Green Fluorescent Protein (GFP) gene, by selecting on hygromycine-containing 
medium.  An Arabidopsis gene, AtMTP1 encoding vacuole membrane protein, was 
examined for its capability as a guide to transfer foreign gene products into vacuoles.  
AtMTP1-GFP fusion genes were delivered into the epidermis cells of an onion bulb by a 
particle gun.  Under a fluorescence microscope, the gene product was detected on vacuole 
membranes.  Our present results, together with the former results, indicated that it is 
possible to express foreign genes under control of an alliinase gene promoter, and 
accumulate the gene product in the vacuole at a high level. 







































解する細菌の研究を行ってきた 3, 4)。これまでに PHB






















モーターに Green Fluorescent Protein の遺伝子と 






































Pulser (Bio-Rad)を用いてアグロバクテリウム C58 
株に導入した。2 mg/L 2,4-D と 10 mg/L アセトシ
リンゴンを含む MS 培地（共存培地）上で 3 日間
暗所で培養し、形質転換を誘発した。カルスを 200 
mg/L クラフォランで洗浄後、10 mg/L 2-ip、200 
mg/L クラフォランを含む MS 培地（除菌培地）上
で 1 週間培養した。その後、10 mg/L 2-ip、200 
mg/L クラフォラン、25 mg/L ハイグロマイシン含
む MS 培地（再分化培地）上で培養した。シュー
トが成長した時点で、200 mg/L クラフォラン、25 












島正義教授に分与して頂いた。大腸菌 DΗ5α  に形
質 転 換 後 、 Flexi Prep DNA purification kit 
(Amersham) を用いてクローン DNA を精製した。
10 μg のクローンの DNA と 2 mg の金粒子を 50 
μL の TE 緩衝液中で混合し、エタノール沈澱する
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ことによって、金粒子に DNA を吸着させた。遠心
後、100 μL のエタノールに懸濁した。遺伝子銃 
IDERA（（株）タナカ、札幌）を用いて、一度に 5 μL 
の金粒子懸濁液をタマネギ鱗茎葉の芯側の表皮細胞











ターと GFP 遺伝子と GUS 遺伝子を融合させた人
工遺伝子である。35S プロモーターはカリフラワー
モザイクウィルス由来のプロモーターで、植物細胞






図 1. 形質転換タマネギの作製 . 形質転換は材料と方法に記載したとおり行った . 胚軸に形成したカルスに 
35S::GFP::GUS 融合遺伝子を Ti プラスミド上に持つアグロバクテリウムを感染させ, 形質転換を誘導した. 図に
示したものは, ハイグロマイシンを含む培地上で地上部が分化し, すでに発根も進んでいるものである. A1 と A2, 
B1 と B2, C1 と C2 は同じ形質転換体で, A1, B1, C1 は白色光下で, A2, B2, C2 は青色 LED ランプの照明下で
撮影したものである. 












































かを調べた。AtMTP1 と GFP を融合させた遺伝子
の DNA 分子を金粒子に吸着させた後、遺伝子銃
（パーティクルガン）を用いて、タマネギの鱗茎葉
の表皮細胞に打ち込んだ。20 時間後に GFP から



















































図 2. AtMTP1 の予想される構造. AtMTP1 は液胞膜を貫
通する部位を６か所（１～６の□で囲まれた部分）, 持つ
ことからこのようなモデルが考えられる. N はタンパク質
のＮ末端を, C はＣ末端を表す. 参考文献 7) より複写. 
図 3. AtMTP1 の遺伝子銃による導入実験. タマネギ
の 鱗 茎 葉 の 表 皮 細 胞 に 遺 伝 子 銃 を 用 い て
AtMTP1::GFP 融合遺伝子の DNA を打ち込み, 遺
伝子産物が細胞内のどこに局在するかを調べた. A 
と B, C と D は同じ視野の細胞を観察したもので, 
A と C は明視野観察, B と D は蛍光観察. は核領
域を表す. 
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